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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る電子機器は、少なくとも２つの動作モードを有する電子機器であって、前
記電子機器の位置情報を取得する測位手段と、前記少なくとも２つの動作モードから１つ
の動作モードを選択する選択手段と、前記電子機器の起動時に、前記選択手段により選択
された動作モードに対応する第１の初期化処理と前記測位手段の初期化処理である第２の
初期化処理とを行う初期化手段とを備え、前記初期化手段は、前記選択手段により選択さ
れた動作モードに応じて前記第１の初期化処理と前記第２の初期化処理とのいずれか一方
を他方よりも優先して実行することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの動作モードを有する電子機器であって、
　前記電子機器の位置情報を取得する測位手段と、
　前記少なくとも２つの動作モードから１つの動作モードを選択する選択手段と、
　前記電子機器の起動時に、前記選択手段により選択された動作モードに対応する第１の
初期化処理と前記測位手段の初期化処理である第２の初期化処理とを行う初期化手段とを
備え、
　前記初期化手段は、前記選択手段により選択された動作モードに応じて前記第１の初期
化処理と前記第２の初期化処理とのいずれか一方を他方よりも優先して実行することを特
徴とする電子機器。
【請求項２】
　各前記動作モードに対して、前記第１の初期化処理および前記第２の初期化処理のいず
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れを優先するかを設定する優先処理設定手段を更に備えることを特徴とする請求項１に記
載の電子機器。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの動作モードには、画像撮影を行う撮影モードが含まれ、
　前記撮影モードに対応する前記第１の初期化処理は、前記画像撮影を可能にするための
前記電子機器の初期化処理であることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記少なくとも２つの動作モードは、記憶手段に記憶された画像を再生表示する再生モ
ードを含み、
　前記再生モードに対応する前記第１の初期化処理は、前記画像を再生表示するための前
記電子機器の初期化処理であることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記初期化手段は、前記選択手段により選択された動作モードに対応する第３の初期化
処理を実行し、
　前記第２の初期化処理が前記第３の初期化処理よりも優先して実行されることを特徴と
する請求項１に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記少なくとも２つの動作モードは、画像撮影を行う撮影モードを含み、
　前記撮影モードに対応する前記第１の初期化処理は、前記画像撮影を可能にするための
前記電子機器の初期化処理であり、
　前記選択手段により選択された動作モードに対応する前記第３の初期化処理は、２枚目
以降の撮影が可能か否かに関する情報を取得する処理であることを特徴とする請求項５に
記載の電子機器。
【請求項７】
　前記少なくとも２つの動作モードは、記憶手段に記憶された画像の再生表示を行う再生
モードを含み、
　前記再生モードに対応する前記第１の初期化処理は、前記画像を再生表示するための前
記電子機器の初期化処理であり、
　前記選択手段により選択された動作モードに対応する前記第３の初期化処理は、前記再
生表示が可能な画像に関する再生対象リストおよび検索管理リストを作成する処理である
ことを特徴とする請求項５に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記測位手段の初期化処理は、前記測位手段の起動と、前記測位手段への測位補助情報
の適用とを含むことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記初期化手段は、前記第１の初期化処理と、前記測位手段の起動とを並行して実行す
ることを特徴とする請求項８に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記電子機器を前記選択手段により選択された動作モードで起動したときに、前記選択
された動作モードの機能を優先して起動するか前記測位手段の機能を優先して起動するか
を、ユーザによる操作によって設定する設定手段を更に備えることを特徴とする請求項１
乃至９のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記電子機器を前記選択手段により選択された動作モードで起動したときに、前記選択
された動作モードの機能を優先して起動するか前記測位手段の機能を優先して起動するか
を決定する決定手段を更に備えることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載
の電子機器。
【請求項１２】
　前記測位手段は、ＧＰＳ受信手段であり、
　前記決定手段は、記憶手段に記憶されたエフェメリスデータの有効期間が切れていない
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場合に、前記選択された動作モードの機能を前記測位手段の機能よりも優先して起動する
ことを決定することを特徴とする請求項１１に記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記測位手段は、ＧＰＳ受信手段であり、
　前記決定手段は、記憶手段に記憶されたエフェメリスデータとアルマナックデータの両
方の有効期限が切れている場合には、前記測位手段の機能を前記選択された動作モードの
機能よりも優先して起動することを決定することを特徴とする請求項１１に記載の電子機
器。
【請求項１４】
　前記電子機器の位置情報を取得する測位手段を有し、且つ少なくとも２つの動作モード
を有する電子機器の制御方法であって、
　前記少なくとも２つの動作モードから１つの動作モードを選択する選択ステップと、
　前記電子機器の起動時に、前記選択ステップで選択された動作モードで前記電子機器が
動作するように前記電子機器を初期化する第１の初期化ステップと、
　前記測位手段の初期化処理である第２の初期化ステップとを有し、
　前記選択ステップで選択された動作モードに応じて、前記第１の初期化処理と前記第２
の初期化処理とのいずれか一方を他方よりも優先して実行するように制御することを特徴
とする電子機器の制御方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の電子機器の各手段として機
能させるための、コンピュータが読み取り可能なプログラム。
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